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1．会　　場

2．会　　期

3．行　　事

大会行事予定表

福岡市天神町天神ビル　11階ホ・一ル

11月18日（水），19日（木），20日（金）

下記の通り

行 事 日 時

大会（研究発表）

〃　（　4　）

（両会場）

（　〃　）

11月18日（水） 9：00～12：00

13：00～17：00

大会（研究発表）

大会（　〃　）

北京シンポジウム報告会
　増田善信・小平信彦

気象学長期計画討論会

懇親会

（両会揚）

（　〃　）

（第1会揚）

（第1会揚）

11月19日（水）

　〃

〃

〃

8：00～12：00

13：00～15：00

15：00～15：30

15：30～17：30

18：00～

大会（研究発表）　　　（両会揚）

シンポジウム（気象用レーダーの活用）

　　　　　　　　　　（第1会場）

11月20日（金）

〃

9：00～12：00

13：00～17：00

大会委員長荒川秀俊

54 、天気”11．9．
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研究発表内容一覧

18日　午前
　　午後
19日　午前
　　午後
20日　午前
　　午後

第　1　会揚

長期・力学
力　　　学

綜観気象
綜観気象
メソ・レーダー気象

シンポジウム

第2会場
乱流・蒸発・雲物理

雲物理

測器・応用気象

放射
放射能・気象電気

大会（研究発表）座長

18日　午前
　　午後

19日　午前

午後

20日　午前
　　午後

第1会場
朝　倉　 正

増田善信
小倉義光

1青木滋一
山元龍三郎

毛利圭太郎
荒川秀俊

第

2会場
井上栄一
磯野謙治
坂　上　務

竹内清秀
矢　野　直
関　原　彊
川　野　実

気象用レーダーの活用に関するシンポジウム

1・会　　期第3日（20日）13：00～17：00

2・　会　　場　第1会場

3．　座　　長　荒川秀俊

4．話題提供　　　　　　　　・
（1）　ドッフ。ラーレーダーについて

（2）富士山レーダーについて

（3）レーダー資料の利用

（4）九州におけるレーダー気候学と異常気象の予報への利用

（5）人工降雨への利用

小平信彦（気研台風）
竹内清秀（気象庁測器）

立平良三（東京管区〉
山　田　三　朗（福岡管区）

武田京一（九大農〉

1964年9月 55「
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研究発表題目

第1会場　第1日（18日）9時～12時

　　　　　　　長期・力挙　座長　朝　倉　　正

101．真鍋大覚（九大土）：船舶動揺記録から解析した

　　　対馬海流上の海上波のエネルギー分布について

　　　（15分）

102．赤井清康（下関地方気）：　日本の寒さの長期的変

　　　動の研究（その1）（15分）

103．広瀬元孝，川上繁雄（気研予報）：月平均500MB

　　　天気図の偏差型について（15分）

104．長尾　隆（気象大）：九州地方における気候変動

　　　の地域性（15分）（スライド）

105．長尾　隆（気象大）：気候シンギユウリティの地

　　　域性（15分）（スライド）

106．高橋浩一郎（気研予報），山下修二（教育大理）：

　　　気候変動について（15分）（スライド）

107．寺内栄一（気象庁電計）：Parameter表示におけ

　　　る予報方程式の問題（パラメーターモデルの研究

　　　（3））（10分）（スライド）

108．竹内衛夫（気研予報）：傾向方程式によるパロク

　　　リン大気の数値予報（E）（20分）（スライド）

109．植村八郎（福岡管区）：垂直シァーがあるときの

　　　対流について（15分）

110．黒崎明夫（気研予報）：じよう（擾）乱の傾圧不

　　　安定性に関する客観的解析の試み（15分）（スライ

　　　ド）

111．山本主夫（大阪管区）：集風線の理論について

　　　（15分）

112．曲田光夫（気研予報）：海陸風の数値実験につい

　　　て（20分）（スライド）

第1会場第1日．（18日）13時～17時

　　　　　　　　力攣　座長　増田善信・小倉義光

113．磯野良徳，大河内芳雄（気象庁電計）：北半球4

　　　層傾圧予報について（15分）（スライド）

114．鍋島泰夫（気象庁電計）：大規模な山の影響を含

　　　めた4層予報について（15分）（スライド）

115．新田　尚（気象庁電計）：成層圏を考慮にいれた

　　　モデルについて（15分）（スライド）

116．岡村　存（福岡管区）：長波と超長波の同時的取

　　　り扱いについて（15分）（スライド）

36

第2会場第1日（18日）9時～12時
　　　　蒸発・乱流・雲物理　座長　井　上　栄　一

201．佐橋謙，松原喜之（京大理）：蒸発量の局地性に

　　　ついて（15分）（スライド）

202．

203．

204．

205．

206．

207．

208．

209．

210．

211．

212．

第2会場

213．

214．

215．

216．

佐橋謙，花房滝男（京大理）：超音波風速計を利

用する蒸発量の測定（15分）（スライド）

今井和彦（原研）：風のスペクトルの時間的変化

の測定例（10分）（スライド）

A－41観測グループ（原研）：A－41からの被曝測

定と無風時拡散について（15分）（スライド）

光田寧（京大防災研），宮田賢二（京大理）：暴風

観測めたあの新型風圧計について（15分）（スライ

ド）

山本義一，島貫陸（東北大理）：乱流輸送理論の

改良（10）（スライド）

島貫陸（東北大理）：拡散係数の動特性（15分）

（スライド）

井上栄一（農技研）：CO2－micrometeorologyに

ついて（12分）（スライド）

坂上務（九大農），守田忠雄（九大農・空自）：　メ

テオログラフによる雲の内外の測定について（続

報）（15分）（スライド）

木村忠志（北大理）：ラジ．ホゾンデの湿度測定値

の変化状況を利用する雲底・雲頂高度の決定につ

“七くお分）（スライド）（テープレコーダー）

木村忠志（北大理）：符号式ラジオゾンデによる

上昇気流の測定について（15分）（スライド）（テ

ープレコーダー）

田沢誠一，孫野長治（北大理）：スノー，クリス

タル，ゾンデによる雪雲の観測（その二）（15分）

（スライド）

　　　第1目（18日）13時～17時

　　　　　　雲物理　座長　磯野謙治・坂上務

今井一郎（気研台風）・角寧（練馬工作所）：飛行

機による雲水量および雲粒の測定（15分）（スライ

ド）

高橋喜彦（気研物理）：石膏による雲水量測定に

ついて（10分）（スライド）

孫野長治（北大理）：降水による下降気塊の抵抗

係数について（15分）（スライド）

孫野長治（北大理），中村勉（北大低温研）：雪片

、天気”1L9．



117．岸保勘三郎（気象庁電計）：大気の流れにおける

　　　熱源の役割（15分）（スライド）

無8。相原正彦（気研予報）：傾圧不安定波に及ぼす定

　　　常揚の影響について（15分）（スライド）

119．菊池幸雄（気研予報）：山岳定常波の立体構造に

　　　ついて（15分）（スライド）

120．片山　昭（気研予報）：大陸地表面からの顕熱補

　　　給量の気候的分布について（15分）（スライド）

121．近藤純正（東北大理）：台風内の海面からの蒸発

　　　と降水量のバランス（序報）（15分）（スライド）

ユ22，松島晟，沢田龍吉（九大理）：極地方中間圏の冬

　　　期高温と熱的に励起される大気上層の年振動につ

　　　いて（15分）（スライド）

123．柳井迫雄（気研台風）：低緯度地方での客観的数

　　　値解析（20分）（スライド）

二124・沢田竜吉，瓜生道也（九大理）：回転水槽実験に

　　　おける波数の多重性とジャンプ（皿）（15分）（ス

　　　ライド）　　　　　・

二125．　阿部成雄（防衛大）：台風内の上昇流（15分）（ス

　　　ライド）

126．荒川秀俊（福岡管区）：統計的方法による台風進

　　　路予報（最終報告）（15分）

ユ27．　山元龍三郎（京大理）：台風の移動に関する簡単

　　　な数値実験（皿）（15分）（スライド）

1128．高橋喜彦，原知子（気研物理）：台風モデル実験

　　　の二つの試み（15分）

1第1会場第2日（19日）9時～12時

　　　　　　　　　綜観気象座長青木滋一
二129。‘元田雄四郎（九電研）：流域水量と集中貯溜の組

　　　合わせによる流出計算法（15分）（スライド）

■30・荒川秀俊（福岡管区），堤敬一郎（気研予報）：日

　　　本近海に起った漂流の気象条件（10分）

ユ3L　吉野正敏（東教大理）：東アジアにおける前線帯

　　　の推移と梅雨期の区分について（15分）（スライ

　　　ド）

132．草宮一郎（鹿児島地方気）：雨による全放射能降

　　　下について（15分）

ユ33・久塚清隆，桑原周二（佐賀地方気）：佐賀県にお

　　　ける実効湿度の予想表（12分）

ユ34．岡部成徳（熊本地方気）：有明海の霧について

　　　（15分）

；135、伊藤剛男（宮崎地方気）：宮崎県の洪水予報のた

1964年9月
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　　　の落下速度について（その2）（15分）（スライド）

217．権田武彦，駒林誠，礒野謙治（名大理）：浮遊す

　　　る水滴の割れ易さに対する気流の乱れの影響（15

　　　分）（スライド）（16ミリ映画）

218・　田中豊顕，礒野謙治（名大理）：海洋性気団に伴

　　　う自然氷晶核と降雨について（20分）（スライド）

219・小林禎作（北大低温研）：一30～一90。Cで生成す

　　　る氷晶について（15分）（スライド）

220・菊地勝弘（北大理）：16ミリ映画による石狩平野

　　　の雪雲の観測（丑）（15分）（16ミリ映画）

221．孫野長治，李柾雨，葛西俊之（北大理）：続　石

　　　狩平野における雪雲の綜合観測（その1）（15分）

　　　（スライド）

222．李柾雨，孫野長治（北大理）：続　石狩平野にお

　　　ける雪雲の綜合観測（その2）（15分）（スライド）

223・当舎万寿夫（気研台風）：雨量強度の周期性につ

　　　いて（10分）（スライド）

224．正野重方，田中浩（東大理）：降雨生成における

　　　chain　reactionの発生条件（15分）

225．岸田恭允（九大農）：対流性降水の初期レーダー

　　　エコーについて（15分）（スライド）

226・松田昭美（九大農）：積雲の発達と降水エコーに

　　　ついて（15分）（スライド）

227．坂上　務（九大農）：航空機より微水滴を散布す

　　　る人工降雨について（15分）（スライド）

228．正野重方，田中浩（東大理）：水まき法による降

　　　雨効果（15分）

第2会場第2日（19日）9時～12時
　　　　　測器・応用気象　座長　竹内清秀，矢野直

229．矢野好夫（気研測器）：インパルス発光送信方式

　　　の研究（10分）（スラィド）

230．小林久信（理研）：α線を利用した露点湿度測定

　　　法（丑）（10分）（スライド）

231・小関桂三郎：水滴計数式雨量計について（10分）

232一常岡伸祐，矢崎好夫，横田良夫（気研測器）：プ

　　　リント式感雨器の試作について（15分）（スライ

233．

234．

235．

ド）

虎谷健一（福岡管区）：　ロビッチ日射計の特性に

ついて（10分）（スライド）

倉石六郎，尾上幸喜，藤島忠一，井石明宏（気象

大）：測風塔漢型の風洞実験（15分）（スライド）

竹内清秀，下島省吾，京隊明夫，矢島幸雄（気象

庁測器），藤原謙一（三菱電機）：富士山気象テレ

37
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　　　めの雨量調査（15分）（スライド）

136．大山栄光（名瀬測）：低気圧通過時における名瀬

　　　の気象変化の特性について（10分）

137．　大塚　伸（気研台風）：1963年8月31日の低気圧

　　　について（15分）（スライド）

138．竹内衛夫，飯田睦治郎（気研予報）：寒冷渦の解

　　　析（20分）（スライド）

139．斎藤直輔（気象庁電計）：梅雨期における水蒸気

　　　の輸送状態について（20分）（スライド）

140・毛利圭太郎，小柳一好（鹿児島地方気）：台風6309

　　　号に伴なう高層状態の解析（15分）

第1会場第2日（19日）13時～15時

　　　　　　　　綜観気象　座長　山元龍三郎

141．富高四郎（福岡管区）：台風圏内における気象要

　　　素の数値的分布（続）（10分）

142．飯田睦治郎（気研予報）：低緯度大気の解析（皿）

　　　（20分）（スライド）

143．梶川正弘（北大理）：北半球の太陽高度角，方位

　　　角の計算図の作成（15分）（スライド）

144．孫野長治（北大理）：雲の連続航空写真から雲の

　　　速度を求める方法について（15分）（スライド）

145．孫野長治，葛西俊之（北大理）：雲の影の光線方

　　　向から解析する方法について（15分）（スライド）

146．菊地勝弘，孫野長治（北大理）：16ミリ撮影機に

　　　よる太平洋の雲の観測（15分）（スライド）（16ミ

　　　リ映画）

147．梶川正弘，孫野長治，菊地勝弘（北大理）：東太

　　　平洋の列状雲の分布の一観測（15分）（スライド）

148・松本誠一，二宮洗三（気研予報）：航空写真観測

　　　によるスコールラインのメソ解析（15分）（スライ

　　　ド）

149・藤田敏夫（気研予報）：　日本海における雲と輻射

　　　の観測結果（15分）（スライド）

150．高橋浩一郎（気研予報）：気象学研究題目の変遷

　　　（15分）

第1会場第3日（20日）9時～12時

　　　　メソ・レーダー気象座長毛利圭太郎

15L　井沢竜夫（気研台風）：スキャン，ポイント（輻

　　　射）とフォト・グリッド（写真）について（15分）

　　　（スライド）

38

　　　メーターについて（15分）

236．根本修，神山恵三（気研応用）：鉄薄膜の腐蝕に．

　　　及ぼす亜硫酸ガス湿度の影響（大気腐蝕に関する

　　　研究第5報）（15分）（スライド）

237．神山恵三，根本修，木藤煕子（気研応用）：高山

　　　気候順化に関する研究（1）（15分）（スライド）

238．窪田健次（大分地方気）：卓越視程について（1（）

　　　分）（ポスター）

239．　中野道雄（大阪市公害対策部）：スモッグよりみ

　　　た大阪の気象（15分）（スライド）

240．今井一郎，蔵重清（気所台風）：雨量の推移確率

　　　と統計的性質（15分）

241．奥田穰，奥山志保子（気研台風）：台風災害にお

　　　ける風害（家屋）の推定（15分）（スライド）

　　　　　第2日（19日）13時～15時

　　　　　　　　　　放射　座長　関　原　　彊

242．佐藤隆夫（長崎大）：第三次散乱に於ける偏回角

　　　理論（皿）（9分）（スデイド）

243．佐藤隆夫（長崎大）：上空に於ける散乱光（IV〉

　　　（9分）（スライド）

244．山本義一，島貫陸，会田勝（東北大理）：透過函

　　　数の高精度計算（15分）（スライド）

245．　田中正之（東北大理）：散乱大気の輻射伝達理論

　　　（皿）一Helmholtz定理の輻射伝達論的表現につ，

　　　いて一（15分）（スライド）

246．　田中正之（東北大理）：散乱大気の輻射伝達理論

　　　（皿）一逐次近似解の収敏速度について一（15分）

　　　（スライド）

247．関原彊，村井潔三（気研高層）：天空光の波長肌

　　　測定と　Dust　Layerの光吸収について（15分〉

　　　（スライド）

第2会場

第2会場　第3日（20日）9時～12時

　　　　　放射能・気象電気座長川野実
248．矢野直，前橋紀恵子（気研応用）：大気中のエイ

　　　トケン核と自然放射能濃度（15分）（スライド）

249．朝来野国彦（東ア研），矢野直（気研応用）：大気

寒天気”11．9．
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152・井沢竜夫橋爪是則（気研台風）：気象衛星資料

　　　による台風6309号の解析（15分）（スライド）

153・渡辺和夫，矢田チエ子，小林綾子（気研台風）：

　　　タイ・スで観測した赤道収敏帯について（15分）

　　　（スライド）

154．元田雄四郎（九電研）：台風降雨帯の地形による

　　　影響について（15分）（スライド）

155．渡辺和夫（気研台風）：気圧中心に対する台風眼

　　　の運動（15分）（スライド）

156・大谷和夫（名古屋地方気）：台風6214のCAPPI

　　　解析（15分）（スライド）

157．中村理肪（種子島測）：　レ7一ダーによる台風6311

　　　号の中心附近のエコー・パターン変化の観測結果

　　　について（15分）（スライド）

158・　二宮洗三（気研予報）：北陸豪雪のメソ解析一38

　　　年1月18日のケースー（15分）（スライド）

159．尾崎康一（長崎海洋気）：降雨セルの通過による

　　　諌早地方山麓部の局地的な大雨のメソ解析（15分）

　　　（スライド）

160．　野角吉憲（種子島浪虹）：種子島レーダーで観測し

　　　た低気圧の特性について（15分）（スライド）

161・武田京一（九大農）：　レーダーによる梅雨末期の

　　　豪雨（15分）（スライド）

162．　山田三朗（福隅管区）：九州地方の豪雨の特質と

　　　そのレーダーによる予報法（15分）（スライド）

　　　中のRn生成物の性状について（15分）（スライ

　　　ド）

250．池辺幸正，川野実（名大工）：名古屋市内及び乗

　　　鞍山頂におけるエア・ゾルの測定（15分）（スライ

　　　ド）

251．川野実，池辺幸正，関口信忠，中島敬行，清水邦

　　　保（名大工）：大気中の放射性物質とエア・ゾル

　　　との相互関連（15分）（スライド）

252。川野実，池辺幸正，関口信忠，中島敬行，清水邦

　　　保（名大工）：大気中の電離平衡に及ぼすエアロ

　　　ゾルの影響（15分）（スライド）

253．加藤敬二（電気試）：水洗空気の帯電（15分1）（ス

　　　ライド）

254．志尾弥，孫野長治（北大理）：氷の摩擦電気実験

　　　について吟味（15分）（スライド）

255。菊地勝弘（北大理）：氷の融解の際の電気発生に

　　　及ぼす気泡の役割について（15分）（スライド）

256。高橋　勘（名大理）：電荷ゾンデによる雷雲中の

　　　電荷測定について（15分）（スライド）

257・　内川規一（気象庁高層）：空地電流用ラジオゾン

　　　デとその測定結果（15分）（スライド）

258．　中島正一（高層気）：大気汚染と索電流の一例に

　　　ついて（15分）（スライド）

259・堀内剛二（気象大）：中間圏電子密度変化につい

　　　て（13分）（スライド）

1964年9月 39
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研　究　発　表　要　旨

第1会場　第1日（18日）9時～12時

　101．真鍋大覚（九大工）：船舶動揺記録から解析した

　　　対馬海流上の海上波のエネルギー分布について

　　　（15分）

　101．赤井清康（下関地方気）：日本の寒さの長期的変

　　　動の研究（その1）（15分）

　気温変化として寒さの変動の原因は少くとも天文学的

なものと地球及び大気による気象の動的平衡の状態に関

係するものとよりなり，地表付近の気温変化は熱力学的，

流体力学的その他要するに外力が加わることによって強

制的に現出されるものであって，それは強制振動的であ

るとの仮説を立てるとき，操作概念としてこれを数学的

に表現することによって一層明らかとなる．この仮説の

下において，先づ歴史時代について老察を試みた一部分

について述べる．

　103．広瀬元孝，川上繁雄（気象研）：月平均500MB

　　　天気図の偏差型について（15分）

　偏差型は，分類の基準の決め方によって，いろいろの

ものがでてくる．ここでは，成分分析によって，月平均

500MBの北半球の偏差型を求めた．さきに，北半球各地

点間の同時相関分布を解析した結果を発表したが，この

方法により同時相関図からは得られない2，3の型が求

められた．

　104．長尾　隆（気象大）：九州地方における気候変動

　　　の地域性（15分）（スライド）

　今まで気候の変動の研究は主として，ある特定の地点

における気候の変化はどのような性質であるかという立

場から研究されてきた．然し，比較的小規模なスケール

での気候の変動の分布を研究するには，気候の変動の研

究を気象学一就中フェーンの理論等一と結びつけて

その地域性を取扱わなくてはならない．この点について

はすで二数回各地方における特性を論じてきたが，今回

はこの立場から九州地方の気候の変動の地域性を調査し

た．得られた結果を他地方におけるそれと比較して，今

迄の取扱いの立場を考える．

　105．長尾隆（気象大）：気候シンギュラリティの地

　　　　域性（15分）（スライド）

　気候のシンギュラリティーの特性は勿論場所によって

変化する．たずその場所による変化の仕方は今迄は単に

40

記述的な取扱いという方向からであつた．今迄数回の報

告で気候変化の地域性をフエーンの理論と結びつけて論

ずることに成功したので，今度はシンギユラリティーを

この立場から論ずる．すでに報告したようにシンギユラ

リティーは特定の気圧のパターンの出現度と関係してい

るので，シンギユラリティーの地域性を，（1）：特定の気

圧のパターンの出現度，（2）：フエーンの理論；と結びつ

けて論じた処，可成り現象を説明でぎることが分った．

　106．高橋浩一郎（気研予報），山下脩二（教育大理）：

　　　気候変動について（15分）（スライド）

　気候変動は存在するが，その北半球における変化の模

様は複雑であって，簡単ではない．気温や気圧について

調べた結果を報告する．

　107．寺内栄一（気象庁電計）：パラメーター表示にお

　　　ける予報方程式の問題（パラメーターモデルの

　　　研究（3））（10分）（スライド）

　パラメーター表示による予報方程式は，層モデルと違

って合理的な導き方がむずかしい．これは，パラメータ

ー表示における誤差に基因する．この点について，3－

parameterの場合について，準地衝風近似の仮定から出

発すると4階の方程式，その他の困難な部分がでてくる

ことを示す．この原因は，最初の仮定に誤りがある様で

ある．この点について問題の解決法を示す．

　108．竹内衛夫（気研予報）：傾向方程式によるバロク

　　　　リン大気の数値予報（豆）（15分）（スライド）

　前報に引続ぎ，傾向方程式の積分を基礎とするバログ

リン大気の各面の数値予報について論じ，若干の実例に

ついて適用した結果を報告する．

　109．植村八郎（福岡管区）：垂直シアーがあるときの

　　　　対流について（15分）

　流れている大気中での対流現象を調べる目的で，垂直

シアーをもっている基本流に，浮力の作用する微小じよ

う乱が重なっている場合の運動を調べた．加熱や粘性な

どは無視したがコリオリカは考慮した．そしてじよう乱

が不安定化するための条件とそのときの成長率を求め

た．成長率に関与する要素はじよう乱の垂直および水平

方向の波数，コリオリ係数，基本揚の静力学的安定度と

垂直シアーである．この垂直シアーの効果はじよう乱の

、天気”11．9．
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不安定化を促進させることである．種々の安定度の揚合

の成長率を計算しそれを静止大気の場合と比較する．

　110・黒崎明夫（気研予報）：じよう（擾）乱の傾圧不安

　　　定性に関する客観的解析の試み（15分）（スライ

　　　　ド）

　じよう乱の傾圧不安定性に関する理論的な老察は，従

来からさまざまな立ち場で行われてきた．また，それに

基づいて，実際の予報においても，低気圧附近の大気構

造を立体的に見ることによってある程度の成功をおさめ

ている．しかし，これらの事情を純粋に客観的な立ち場

で調査した文献はあまりないようである．そこで，実際

のルーチン資料に基づき，電子計算機を用いてじよう乱

の解析を客観的に行なう方法について考えてみた．

　111．山本主夫（大阪管区）：集風線の理論について

　　　（15分）

　集風線における収敏，上昇気候を運動学的方法による

解析と共に，シノプティク・スケールの力学による評価，

雲物理学からの展望を併せて行ってみた．

　112．曲田光天（気象研）：海陸風の数値実験について：

　　　（15分）（スライド）

　地表面における日射，放射，顕熱，潜熱等のバランス

を老慮に入れ，海陸風に関する数値実験を行った．特

に一般風との関連において，局地不連続線の形成につい

て吟味した．

第1会場第1日（18日）13時～17時

　113．磯野良徳，大河内芳雄（気象庁電計）：北半球4

　　　層傾圧予報について（15分）（スライド）

　ポテンシャル．ボルティシティの式を解く方式で，北

半球4層傾圧予報を行った．この主な目的は潜熱，顕

熱，マサツ等の効果を入れて，予報期間を延長する点に

ある．こ・では4～5日先の地上，上層の予報結果，及

びその間の潜熱，顕熱の効果がどの位であるかを計算し

た結果を示す．なほ延長予報の可能性，又その困難な問

題点等を例示する．

　114。鍋島泰夫（気象庁電計）：大規模な山の影響を含

　　　めた4層予報について（15分）（スライド）

　ヒマラヤの様な形の山では，その周りを廻る効果が大

きいので，山を直立方体に理想化しその縁に洛って気流

が強制的に周される影響だけを含めて計算した．まず初

期の場で山の境界に平行な流れとなるよう，山の縁の高

度を同じ値に修正し，立方体の上面では上昇速度を零に

おいて，4層モデルで予報した72時間迄の結果と，山の

影響を含めない場合とを比較した．数例の結果による

と，その差は数十米程度となる．

　115．新田　尚（気象庁電討）：成層圏を考慮にいれた

　　　大気モデルについて（15分）（スライド）

　成層圏の存在を考慮にいれた大気モデルを説定した．

このモデルでは圏界面と地表面が座標面に含まれてい

る．従って対流圏と成層圏の運動の相互作用を記述する

のに便利である．また地表面と圏界面での気圧変化の効

果もとりいれられている，そういう座標系として卑，ッ，σ

の系を採用した．こ・にσはσ＝ε（カ／ρT）（成層圏），

σ＝（1一ε）（カーカT）／（ρs一力丁）＋ε（対流圏）で定義し

1964年9月

（カT，加は夫々圏界面と地上の気圧），それに基く運動疑

程式等を導き，エネルギー的な老察を行った．又，線型

化した場合の波動解の性質を順圧及び傾圧モデルについ

て調べた．

　116．岡村　存（福岡管区）：長波と超長波の同時的取

　　　り扱いについて（15分）（スライド）

　特殊な差分演算子を導入することによって，うず度方

程式を近似的に長波と超長波に分離すると，超長波に対

応する上昇流とゼオポテンシアルとの間には一種の平衡

条件が成りたつことがわかる．この条件式と通常のω方

程式および断熱の式とを組み合せて一つの計算方式を作

ると，この力学系は長波と超長波を含む領域でほぼ満さ

れるものと考えられる．この方式を2層モデルおよび4

層モデルに適用して基本的波動の性質を調べた結果につ

いて述べる．

　117．岸保勘三郎（気象庁電計）：大気の流れにおける

　　　熱源の役割（15分）（スライド）

　熱源を外力のように老え，それに調節するような大気

の流れを数値実験で求めてみた．用いたモデルは二層モ

デルで，熱源は東西方向に一様で，南に熱源，北に冷源

をおいてみた．熱源による顕熱の北向き輸送と擾乱の摩

擦による減衰との釣合いが，大体20日乃至30日位でおこ

なわれる．平均状態という意味で，30日から40日迄の間

の運動エネルギー，顕熱の北向き輸送の平均値をパラメ

ーターにして，熱源の強さとの関係を求めてみた．長期

間の予報で，予報の可能性はどこに求めるべきかを論じ

てみたい．

　118．相原正彦（気研予報）：傾圧不安定波に及ぼす定

41
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　　　　常場の影響について（15分）（スライド）

　先に，非断熱効果及び摩擦作用のある大気モデルを用

いて一一般流と傾圧不安定波の時間的性質を調べた．同時

に，究極の定常状態におけるエネルギー変換量，運動エ

ネルギー，スペクトル，また定常状態の安定性を吟味し

た．こ㌧では，シノプティック解析で知られている様

に，東西方向の外的原因に基く長波と傾圧不安定波の相

互作用を調べる．エネルギーサイクルに及ぼす影響，等

をみる．

　119・菊池幸雄（気研予報）：山岳定常波の立体構造に

　　　　ついて（15分）（スライド）

　準地衡風近似，線型モデルを用いて，ヒマラヤ，・ッ

キー等の大規模な山系によって生ずる定常波の構造が大

気の成層状態，即ち対流圏或は成層圏の安定度，風速分

布等といかなる関係があるかを調べた．

　120．片山　昭（気研予報）：大陸地表面からの顕熱補

　　　　給量の気候的分布について（15分）（スライド）

　大気の冷熱源の気候的分布を求めようとする場合の1

つの障害は陸地面と大気との顕熱交換量の推定の困難性

にある．こ㌧で2つの間接的方法で1月と7月の分布を

推定した結果をのべる．1つはBudykoの結果を組合ぜ

て推定し，もう1つは約400地点に対し気温と降水量の

気候値をもととし，Thomthwaiteの方法で蒸発散量を

求め地表面での熱バランスの式から剰余として顕熱交

換量を求めた．両者の一致はそれ程よくないが，一応

1inearな関係にある．さらにこれをもととして対流圏大

気の冷熱源の分布を求めた結果についてものべる．

　121・近藤純正（東北大理）：台風内の海面からの蒸発

　　　　と降水量のバランス（序報）（15分）（スライド）

　最大級の台風を選び，降水量Rと，海面からの蒸発E

を比較した．中心からの半径を7とした時7Rの分布は

7＝1・5。1at附近に，7Eは7＝501at附近にMax．をもつ

ガンマ分布に似た形である．1～とEの総量（4．5x1010

ton／day）は台風内でほずパランスしている．次に海面

のsurfacestressτoは7＝101atで50dyne／cm2で，

τo㏄7－1・4の形である．　これはPalmen　and　Rieh1が

Momentum　Budgetの方法でHurricaneについて得た

結果と一致する．これは’Vo¢7－o・57（7＝1～6。1at），τ・。c

y3●5故にτo民7－1・4より説明することができる．

　122．松島晟，沢田髄吉（九大理）：極地方中間圏の冬

　　　期高温と熱的に励起される大気上層の年振動に

　　　ついて（15分）（スライド）

北極mesosphereにおける冬期高温について，前回，
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温度分布を近似して，計算を行ったが，採用した近似

mode1が，1apse　rate不連続の為に，温度分布に関し

て，良い結果が得られなかった．そこで，今回は，実測

によるdataをそのま｝用いて，計算を行うことにした．

　125．柳井迫雄（気研台風）：低緯度地方での客観的数

　　　　値解析（15分）（スライド）

　筆者が在米中に行ったカリブ海域での地上気象要素及

び上層風の数値観析について述べる．方法はCressman

や増田，荒川により開発された修正法（COrreCtiOn　me－

thod）によった．上層観測網が粗いので，解析をまず海

面天気図について行い，次第に上層へ及ぼして行く

di鉦erential　analysisを適用した．観測網の不均一性か

ら来る解析上の歪みについて若干の考察を加え，平滑化

を併用することにより，比較的妥当な結果を得ることが

できた．尚この方法は飛行機資料の多い太平洋域では，

当然安全に適用できるものと思われる．

　124・沢田竜吉，瓜生道也（九大理）：廻転水槽実験に

　　　　おける波数の多重性とジヤンプ（皿1）（15分）（ス

　　　　ライド）

　回転水槽実験におけるロスビーレジームの波動が，ジ

ャンプすることは周知であるが，そのジャンプのクライ

テリオンを求める目的で，それらの波の調和解析を試み

て，そのスペクトルが時間と共にどのような変化をする

かしらべてみた．今回はそれについて報告する．

　125・阿部成雄（防衛大）：台風内の上昇流（15分）

　　　　（スライド）

　廻転運動系では重力によるbuoyancyと同様に違心力

もbuoyancyを生じ鉛直循環に対して強い影響を及ぼ

す．このため普通の対流，すなわち暖かい所で上昇し，

冷たい所で下降するものと反対の対流，すなわち逆対流

が起り得る．台風は遠心力の影響が特に強く現われる回

転流である．しかも眼の部分を除いて外側では中心の近

くで一般に気温は低くなつている．このような場合でも

遠心力のため台風内の鉛直循環は逆対流となり，中心近

くで強い上昇流が現われる．我々は逆循環になる条件を

求めた．

　126．荒川秀俊（福岡管区）：統計的方法による台風進

　　　路予報（最終報告）（15分）

　数年来，行つて来た統計的方法による台風進路予報の

最終報告をする．色々の考察の結果，北太平洋を270N

以南と，270N以北との二つの帯域にわけ，夫々に統計

的予報方程式を作ってみた．これらの予報方程式により

客観的に出した予報は，かなり満足できることが指摘さ

窯天気”11．9」
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れた．（Joumal　of　ApPlied　Meteorologyに掲載予定）

　127・山本龍三郎（京大理）：台風の移動に関する簡単

　　　　な数値実験（n）（15）（スライド）

　台風の機巧に対して，下層で流入，中心近くで上昇，

上層で流出という垂直循環の果す重要な役割は衆知であ

る．このような垂直循環の影響を取り入れて台風の移動

を老察するために，台風国有の風速場と温度が一般流の

・それらと重ね合し得るとの仮定の下に傾向方程式を用い

て数値実現を行った．一般流がbarotropicの時は，移

動速度の方向も速さも一般流のそれらと一致し，steer－

Ijn9の一つのillustrationが得られた．流線が東西方向

で温度傾度が北向ぎのbaroclinicな一般流に対Lて，地

上で強い東風の時には台風はほず西進するが，弱い東風

であれば北進し，西風の時にはほず東進するという結果

が得られた．

　128．高橋喜彦，原知子（気研物理）：台風モデル実験

　　　の二つの試み（15分）（スライド）（16ミリ映画）

　1）台風モデル実験において，モデル台風が，その熱

源である電気ヒーターから離れた所へ動いて行くという

ことがたびたび見られる．その動きを実験槽内の空気の

温度の分布と比べ，その原因をつきとめようとした．2）

台風発生に必要なスコール群による熱波の広がりと転向

力との関係をターンテーブル上のモデル実験で調べた．

第1会場第2日（19日）9時～12時

　129元田雄四郎（九電研）：流域水量と集中貯溜の組

　　　　合わせによる流出計算法（15分）（スライド）

　流域内面積素の水量が，流出に比例するとし，これよ

り求めた単位面積からの流出を集中面積曲線で集中貯溜

せしめる方法について述べる．又集中面積曲線をequal

water　travel　lineで仕切って求めたものと，ランダム

応答関数を求める手法によったものを，実際の河川に適

．用した計算例から比較する．

　130．荒川秀俊（福岡管区），堤敬一郎（気研予報）：

　　　旧本近海に起った漂流の気象条件（10分）

　日本近海で起った旧幕時代の和船の漂流について，

“日本漂流漂着史料”をもとにして，調査統計してみた。

その結果，漂流の大部分は，冬の北西季節風の吸き出し

・に伴っておこったことがわかった．

　131．吉野正敏（東教大）：東アジアにおける前線帯の

　　　推移と梅雨期の区分について（15分）（スライド）

　東アジアにおける5月～7月の間について，旬別に．，

前線頻度，500mbの地衝風の東西成分の風速，雨量など

の分布図を作り，これによって，東アジアの梅雨期を4

期に区分した．第I　a期一華南に中国の雨期の走りが

現われる．第I　b期一日本に梅雨の走りが現われる．

第丑期一揚子江流域と日本に明瞭な雨期が始まる．第

皿期　　東アジアの雨期の最盛期第四期一梅雨後

期，局地的に豪雨．これらの4期の雨量分布，各年の出

現の状態と雨量の地域的変動などについて述べる．

　132・草宮一郎（鹿児島地方気）：雨による全放射能降

　　　下について（15分）

　1961年と，1962年の秋，北極圏で再開された核実験で

1964年9月

我が国へ雨により降下した全放射能について，季節的な

変化と，南北方向の移動について調査した．また，これ

らの原因と，特に中，低緯度へ集中的降下のみられた時

の原因を知るため，中，低緯度に多量降下のみられた時

の対流圏上，中層の気象型を求め簡単な解析を行った．

　135・久塚清隆，桑原周二（佐賀地方気）：佐賀県にお

　　　ける実効湿度の予想表（12分）

　火災警報は消防法によって各自治体の長が発令するこ

とになっているが現状では殆んど気象台に頼り切りにな

っている．また気象台では乾燥状態については予報する

というよりもむしろ現状を発表している場合が多い．

　著者等は一般の用に供するためおよび予報者が機械的

に実効湿度を予想できることを目的として，佐賀県下に

おける実効湿度予想表を種々の場合に応じて作成した．

　昭和38年までの資料によって作成した表を昭和39年の

実測値によって吟味した結果充分使用できることが分っ

た．

　154・岡部成徳（熊本地方気）：有明海の霧について

　　　（15分）

　1963年6月19日の朝，濃霧のため有明海の中部で航送

船が衝突した．有明海の霧に関する過去の文献が少ない

ので，予報・防災上から当時の状況および過去の濃霧に

ついて調べた．

　当日の霧は三池港外からおよそ15粁／時の速さで有明

海を南下した．統計によると有明海の漕岸では晩秋～冬

のころ，移動性高気圧におおわれた晴天の朝に多い．し

かし船舶関係者の経験では春～梅雨期が最も多く，むし

ろ八代海洛岸の霧の特徴と一致する．このため有明海・
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八代海の霧の統計を示しながらその特性を述べる．

　135．伊藤剛男（宮崎地方気）：宮崎県の洪水予報のた

　　　めの雨量調査（15分）（スライド）

　宮崎県は本邦でも有数の多雨地域であり，水力の宝庫

といわれている．その反面気象災害も雨によるものが多

いことから宮崎県では雨の予報が重要な問題となる．そ

こで宮崎県の雨の実態を調査し，地形効果が大きく効い

ていることが明らかになった．この地形効果による雨量

予想を行ない，各河川の洪水予報の指針を作る目的で行

なったのが本調査であり今回は小丸川水系について報告

したい．

、156．大山栄光（名瀬測）：低気圧通過時における名瀬

の気象変化の特性について（10分）

　地方の予報の実務に当るものは，その地方の天気変化

の癖をよく理解しなければ適切な予報を発表することは

できない．そのためには地域性気象の特性を調べる必要

がある．そこで，今回は低気圧通過時における名瀬の気

温，湿度，降水量の変化状況と降水時間及びその低気圧

に伴うた前線通過時における風向，風速，気圧，気温，

湿度，天気，降水量の変化状況と降水時間等がどうなっ

ているかを調べてみた．

　157．大塚　伸（気研台風）：1963年8月31日の低気圧

　　　　について（15分）（スライド）

　1963年8月31日に本州中部を西から東に縦断した低気

圧はその規模が小さかったにもかかわらず，強い雨と強

風を伴い，かつ移動速度がかなり速かった（70km／h）．

さらに中心附近の気圧分布をみると，気圧下降の傾向が

急峻で，あたかも熱帯性低気圧のごとき様相を呈してい

た．これからの性質について解析した結果について報告

する．

　138。竹内衛夫，飯田睦治郎（気研予報）：寒冷渦の解

　　　析（15分）（スライド）

　昭和38年1月23～24日，北陸豪雪時の寒冷渦について

実測風を基にして，力学的解析を行った．特に，エネル

ギー収支を取扱い，ブ・ッキング作用の進行に伴なう，

寒冷渦の周辺のJet　streaπ1の消長について，解析を行

なって．その結果について報告する．

　139．斎藤直輔（気象庁電計）：梅雨期における水蒸気

　　　の輸送状態について（15分）（スライド）

　梅雨期における水蒸気の中国大陸からの輸送状況，及

び南西モンスーンと同様な風系が，時間的にどのように

推移しているかをしらべ，本邦の雨期の水蒸気源と南西

モンスーンとの関係を動気候学的に老察した結果をのべ

る．用いた材料はすべて，自動解析の結果を用いた．

　140．毛利圭太郎，小柳一好（鹿児島地方気）：台風

　　　6309号に偉なう高層状態の解析（15分）

　昭和38年8月7日から8日にかけて，台風6309号が丸

州の南東洋上において，北西から北へとその進行方向を

変えた．この時の高層状態を解析してみた．

　台風が北に向うことを示す指向流ははっきりしない

が，300mbでは九州上に高気圧性の流れがあり，また四1

国から南西にのびるシヤーラインがあってゆっくり西に

移動していた．これが果して台風の動きに関係がある

か，ないかなどにつぎ解析した．

第1会場　第2日（19日）13時～15時

　141．富高四郎（福岡管区）：台風圏内における気象要

　　　素の数値的分布（続）（10分）

　台風圏内の気象要素を調べるため，今回は，圏内の気

圧揚（またわ等圧面高度場）を正確に表示することに重

点をおいた．従来幾つかの分布式が，多くの人によって

求められているが，目の内側および外域に到る詳細な分

布は表示されていないようである．今回は以上の，肯を改

善して，次の分布式をえた．

　　　　　　　　　　ムカ（7）＝ΣふSin（απ1・97＋δπ）＋c・nst・

　　　　　　η＝1

　さらに，この式を用いたときの，風，うず度や他の気

象要素との関係についてのべる．

　142．飯田睦治郎（気研予報）：低緯度の解析（皿）
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　　　（15分）（スライド）

　JOINT　TASK　FORCE　SEVEN，1958年JAN，APR，

JUL，OCT．のDATAを用ひ，40。N～50S，115。E～・

155。Wの範囲にて，geopotential　heightおよび実測風

による2つの水平成分場より，Hadley　Cimlationの構

造の四季変化を明らかにすると共に，各緯度，各高度に

おいての，実測風と低緯度における地衡風との関係等に

ついて報告する．

　145．梶川正弘（北大理）：北半球の太陽高度角，方位

角の計算図の作成（15分）（スライド）

　写真面上に雲とその影が写っていた場合に，撮影時の

太陽高度角がわかると，雲の高度を容易に知ることがで

きる．以上のことを含めた雲の写真解析に使用するため

、天気”1L9・
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に，撮影地点の緯度，経度およびその日時をもとにし

て，太陽高度角および方位角を求める図表を作成した．

計算はHIPAC103を用い，20。Nより650Nまで各5。

おきになされた．その利用法について述べる．

　1個．孫野長治（北大理）：雲の連続航空写真から雲の

　　　速度を求める方法について（15分）（スライド）

　航空機の位置，高度，速度が精密にわかれば，航空機

からの雲の連続撮影で雲の運動を測る可能性が老えられ

る．このことが可能ならば海上の雲の観測にとって非常

に便利であろう．この見地から種々の解析法を探してみ

た．その結果雲の動きをみるためには加速度運動中の航

空機から撮影した方が反って有利なことがわかった．

　145．孫野長治，葛西俊之（北大理）：雲の影の光線方

　　　向から雲を解析する方法について（15分）（スラ

　　　ィド）

　雲の影が平地にある場合は雲の位置や高度の測定は容

易である．しかし山岳地帯や海上の場合には利用しにく

い．そこで雲の地上における影の位置や大きさがわから

なくても，影の光線の方向だけでも，航空機の位置・高

度を合せ用いれば雲の測定が可能なことを見出した．実

例をあげて報告したい．

　146．菊地勝弘，孫野長治（北大理）：16ミリ撮影機に

　　　よる太平洋の雲の観測（15分）（スライド）（16ミ

　　　　リ映画）

　1964年3月下旬と4月上旬に，日本航空のDC－8に16

ミリ駒撮り撮影機を搭載して，東京・・スアンゼルス間

の太平洋上の雲の観測を行った．高度約1万米，時速約

5百ノット，その間カメラは2秒1駒と5秒1駒で順調

に作動した．その結果，一見してタイ・スとは異った太

平洋上の雲のイメージと概念が得られた．

　147．梶川正弘，孫野長治，菊地勝弘（北大理）：東太

　　　平洋の列状雲の分布の一観測（15分）（スライド）

　1964年3月下旬と4月上旬に，日本航空のDC－8に16

ミリ駒撮り撮影機を搭載して，東京・ロスアンゼルス闇

の太平洋上の雲の観測が行われた．その期聞中，東太平

洋上が列状の雲が観測された．その写真上の雲の影よ

り，雲の高度を推定し，その水平分布が求められた．雲

の水平分布を求める場合に，一枚の写真を用いる方法と

パララックスより求める方法を比較した結果割合良い一・

致をみた．

　148．松本誠r二宮涜三（気研予報）：航空写真によ

　　　るスコールラインのメソ解析（15分）（スライド〉

　北陸豪雪観測の一環として，1963年2月2日，垂直・

斜両カメラを使用して北陸漕岸の日本海上で雪雲の航空

写真観測を行った．観測時に北陸地方を顕著なスコーノレ

ラインが通過した．このスコーノレラインを写真観測，地

上観測，レーダー観測などの資料をもちいて解析した結

果を報告し，又斜カメラによる観測の解析の方法につい・

ても検討する．

　149．藤田敏夫（気研予報）：日本海における雲と輻射

　　　の観測結果（15分）（スライド）

　昨年10月末から11月上旬にかけて凌風丸による日本海こ

の横断観測が行われたが，その際，全天写真による雲の

観測，乾湿温，風速の垂直分布，輻射観測，ゾンデ観測1

が行われた．これらの資料から（1）色々な方法で乱流交

換係数を求め，熱収支法によって蒸発量熱交換量を求め1

た』（2）次にゾンデの資料から大気の純輻射量を求めウ

ラジオストック，輪島の資料との比較から変質に及ぼす

輻射の影響を検討した．

　150．高橋浩一郎（気研予報）：気象攣研究題目の変遷

　　　（15分）

　気象学の長期研究計画が問題となっているので，過去

60年間の気象集誌，Q・J・RM・S・の研究論文の内容の変．

遷を調べてみた．

第1会場第3日（20日）9時～12時

　151．井沢竜夫（気研台風）：スキヤン・ポイント（輻

　　　射）とフォト・グリッド（写真）について（15分）

　　　（スライド）

　気象衛星タイ・スから送られてくるぼう大な輻射の測

定値や雲の写真を他の気象資料と関係づけるためには，

これらを観測した地球上の緯度，経度を正確に知る必要

がある．今回は電子計算機を用いてタイロスの軌道デー

ターからラジオ・、メーターのスキヤン・ポイントの位置

196461三9月

や写真上の緯度・経度を決定するプログラムを作成した

ので報告する．

　152井沢竜夫，橋爪是則（気研台風）：気象衛星資料

　　　による台風6509号の解析（15分）（スライド）

台風6309号はガム島付近に発生，北上して九州に上

陸，日本海に抜けた台風であるが，地上，海上，高層，

飛行機，レーダー等の資料の他に，タイロス7号による

輻射の観測，雲の写真が揃っているので，これらの資料
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を用いて綜合的な解析を行うよう準備している．今回は

その一環として主として衛星資料に基いて雲の解析を行

・った結果を示す．

　155．渡辺和夫，矢田チエ子，小林綾子（気研台風）：

　　　　タイロスで観測した赤道収敏帯について（15分）

　　　　（スライド）

　これまでとかく伝説的臭いの多かった赤道収敏帯の全

貌をタイ・スの観測資料を通じて示す．

　154・元田雄四郎（九電研）：台風降雨帯の地形による

　　　　影響について（15分）（スライド♪

　台風に伴なう降雨帯が九州山岳地帯を通過する際，そ

の強雨域の変化の傾向を台風11号について調査した．又

降雨帯の中における強風セルの動き及び消長と地形との

，関係について調査した．以上の結果について報告する．

　155・渡辺和夫（気研台風）：気圧中心に対する台風眼

　　　　の運動（15分）（スライド）

　台風の気圧中心とレーダで観測した眼の関係について

は従来ノルマルサイクロンモデルで説明されて来たが，

・それ以外の関係が存在することも時折の飛行観測が示し

た．台風6309号では気圧中心に対して眼の中心が時計廻

りに相対位置を変えており，その週期は蛇行とほず同じ

30－35時間であった．この現象は台風追跡上，偵察機に

よりペネトレーションフィックスとレーダフィックスを

．比較評価する際に大切な問題となる．

　156・大谷和夫（名古屋地方気）：台風6214のCAPPl

　　　　解析（15分）（スライド）

　1962年の台風14号について，名古屋のレーダーで等エ

コー装置と仰角を計画的に変えて観測することにより，

前後5回のCAPPI観測を行った．得られた写真から，

おのおの1000mごとのCAPPI図を合成し，台風各部

のエコーの三次元構造と強度分布を明らかにした．その

結果，outer　convective　bandが温かい雨であること．

曙eye　wal1がブライトバンドを伴った層状の帯と，突出し

た対流性の塔状エコーからなっていること，一般に層状

構造と考えられているrain　shieldの中にも対流性のセ

ルが共存していることなどがわかった．

　157・中村理祐（種子島測）：レーダーによる台風6511

　　　号の中心附近のエコー・パターン変化の観測結果

　　　　について（15分）（スライド）

　台風の蛇行や転向に伴なうエコーパターンの変化の特

徴を見つけることを目的とし，第一段階として，中心附

近のエコーパターン，とくに，眼壁欠除部分の運動に着

屓して調査してみたが，台風の移動に関連しては，とく
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に揚言する程の結果は得られなかった．しかし，眼域

　（想定眼域を含む）の広さの変化との間には眼壁欠除部

分が高気圧性に廻っているときに拡大し，低気圧性に廻

っているときには縮小するような傾向が認められた．

　158．二宮洗三（気研予報）：北陸豪雪のメソ解析一58

　　　　年1月18日のケース（15分）（スライド）

　38・1豪雪の一例として18日のケースを特別観測の資料

をもちいて解析した．この日の降雪はcold　dome内の

前線とそれに先行する気圧の谷にともなうものであり，

湿度・収束の分布もこれら小じよう乱の通過時に大きく

変化することがみられた，10mm／hour程度の強雪でも，

メソ・ハイは微弱である事，海岸にみられる風のシアー

ラインは必ずしも降雪とは関係のない事，又エコーの状

態も，小じよう乱の通過に対応して著しく変化している

ことなどがみられた．

　159．尾崎康一（長崎海洋気）：降雨セルの通過による

　　　　諌早地方山麓部の局地的な大雨のメソ解析（15

　　　　分）（スライド）

　さきに雨量分布図からみた降雨セル（大沢，尾崎，気

象集誌VoL38，No．3）について報告したが，今回は，

気温，風，レーダエコー（5分ごと）の資料を加えて，

昭和36～37年において，山頂より山麓部で強い雨が降っ

たいくつかの大雨について，メソ解析したものをまとめ

た．この報告では，とくに降雨セルが山にぶつかった場

合の山麓部の雨量のこまかい変化，谷間を流出する寒

気，強風と共に起ったたつまきなどについて述べ，山に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

遮られた前線上のセルの移動，地形による地上収束風な

どによって，山麓で強い雨が降ることを示す．

　160．野角吉憲（種子島測）：種子島レーダーで観測し

　　　た低気圧の特性について（15分）（スライド）

　種子島レーダーで観測した低気圧を，その暖域内に現

われる線状エコーの有無によって分類し，分類した個々

の型の低気圧についてエコーモデル図を作成し，それぞ

れの型の低気圧の特性を示す．

　161。武田京一（九大農）：レーダーによる梅雨末期の

　　　豪雨（15分）（スライド）

　本年6月下旬梅雨前線が九州北部に停滞しているとぎ

に南九州では相当の雨が降り続いた．熊本県人吉市にお

けるレーダー観測の結果によれば1）雨域は線状に現わ

れることが多い，2）雨域の方向とそれを形成する強雨

セルの移動方向とは必ずしも一致しない，3）強雨セル

は上層の風とほぼ一致した動きを示す，4）強雨セルの

RHIによる空間的降雨強度は下層の方が大ぎい，5）降

窯天気”1L9．
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雨強度の大きな強雨セルは上空（7～8km）に達してい

る，6）比較的広範囲の降雨エコーの場合にはbright

bandが認められるが，強雨セルには認められない等が

分った．

　162．山田三朗（福岡管区）：九州地方の豪雨の特質と

　　　そのレーダーによる予報法（15分）（スライド）

　九州地方の10分間や1時間の降雨強度は東京と同じ程

度で特に強くはないが，日雨量400mm以上の豪雨等は

九州に多く，特に4月や梅雨期の豪雨が多い．これら多

数の豪雨についてレーダーや10分間雨量，下層風等によ

りメソ解析し，また九州地域の線状エコーのひん度分布1

と地形との関係を調べると，強い下層風が地形的に収束

し，線状エコーが発達停滞しやすい所に豪雨が多い．そ

こで中小河川の防災予報用として，エコーセルの移動か

ら下層風場を予想し，それから線状エコーの発達場を予

想して，豪雨を予報する方法を報告したい．

第2会場　第1日（18日）9時～12時

　201．佐橋謙，松原喜之（京大理）：蒸発量の局地性に

　　　ついて（15分）（スライド）

　貯水池など比較的大きな水面からの蒸発量を評価する

場合，ある一地点における測定値だけから全体の蒸発量

を推定するのは危険である．山間部の貯水池の如く地形

の複雑な所では，場所による風速の違いが蒸発量に大き

な影響を与えるであろうし，又比較的単純な形の水面で

あっても，風下側と風上側とで蒸発量の違う事が老えら

れる．本報では，後者について理論的及び実験的に老察

した結果を述べる．

　202．佐橋謙，花房竜男（京大理）：超音波風速計を利

　　　用する蒸発量の測定（15分）（スライド）

　前報で，超音波風速計と微細熱電対乾湿計とを組合わ

せ，いわゆる“変動法”によって蒸発量を測定する方法

は，原理的にもすぐれており，又実行し得る見込みのあ

る事を示したが，記録計の記録時間等の制限で，充分に

満足し得る様な結果が得られなかった．これらの点を改

良して実施した結果を報告する．今回も前回同様，他の

空気力学的方法，大型自記蒸発計などによる測定値との

比較もなされている．

　205．今井和彦（原研）：風のスペクトルの時間的変化

　　　の測定例（10分）（スライド）

　地上45mのプロペラ型風向風速計の記録から読取間

隔5秒，平均化時間30分で風のエネルギースペクトルを

求め，日出，日没前後の数時間に平均風速，安定度の変

化とともに，低周波域のエネルギーがどう変るかを調べ

て報告する．

　204・A－41観測グループ（原研）：A－41からの被曝測

　　　定と無風時拡散について（15分）（スライド）

　主として無風時の拡散希釈に着目して，1964年7月6

～11日，同20～25日，8月3～8日に原研2号炉の5M

W運転にともな：って放出されるA－41ガスからの被曝線

1964年9月

量率を，同炉煙突周辺の観測網で測定した．この結果無

風時でも有風時と同程度の被曝線量率が測定され，無風

時に放出点付近の濃度が非常に高くなることはないとい

うことを示唆している．

　205．光田寧（京大防災研），宮田賢二（京大理）：暴

　　　風観測のための新型風圧計について（15分）（入　　．

　　　ライド）

　暴風の構造物におよぼす影響を研究する上に必要であ

るところから，最近暴風時における1／10秒程度の短い周

期の風の乱れに関する知識が要求されるようになった．

そのような変動は従来の風速計を用いては測定出来ない・

ので，数年来新しいPressure　Tubeの風圧計の開発に

努めて来たが，今回ほぼ満足出来るものが完成した．こ、

の測器は速度圧の検出にステンレス鋼製のベローを用、

い，その変位を差動変圧器によって電気的出力に変換す’

る方式のもので，1／10秒程度の周期の変動まで充分測定

することの出来るものである．

　206．山本義一，島貫陸（東北大理）：乱流輸送理論の

　　　改良（10分）（スライド）

　山本が前に発表した乱流輸送理論は海外における諸研

究と共に一つの成果となっている．しかしその理論も安・

定の時に観測事実と必ずしも一致しないことが多くの人．

によって指摘され，その意味において充分満足のできる

ものではなかった．この問題について一つの解決が得ら

れたのでここ・に発表する．その要点は運動量輸送と熱輸

送に及ぼす安定度の影響に僅かの違いを導入したことで

ある．更に安定度の影響についての表現に若干の考慮を

加え，従来4次式で与えられていた式は6次式になる。

観測との比較と共に報告する．

　207．島貫陸（東北大理）：拡散係数の動特性（15分）

　　　（スライド）

　拡散係数は気象学の多くの分野に恥いて応用性のある
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　　量であるが，これが単に時刻と場所の指定だけできまる

　場に附随した量ではなく，場の乱流的性質の他に，拡散

　　されるべき物質又は物理量の分布及び運動にも依存する

　　ため，一般の利用がかなり難かしくなっている．ここで

　　はこのような事情を明らかにして，拡散係数を安心して

　利用できるようにするために，新しく整理された理論を

　　、二三の応用例と共に報告する．

　　　208．井上栄一（農技研）：CO2－micrometeorologyに

　　　　　ついて（12分）（スライド）

　　　植物の繁茂している地面に接した気層の内部では，植

　　三物の同化や呼吸作用の消長によって炭酸ガス濃度の分布

　　が時間的にも空間的にも変化する．この変化の模様を調

　　べることがCO2－micrometeorologyとして乱流輸送理論

　によって取扱われるが，これを調べることによって植物

　　の生長を論ずることもでぎる．

　　　ここでは特に植物群落内部の乱流輸送係数と同化・呼

　吸量との高度分布に関する知識を使って，昼間および夜

’　閥の群落内CO2濃度分布が論ぜられる．

　　　209．坂上務（九大農），守田忠雄（九大農・空自）：

　　　　　メテオログラフによる雲の内外の測定について

　　　　　（続報）（15分）（スライド）

　　　人工降雨の基礎研究用として，試作したメテオログラ

　　フをP2－V機に装備して昭和39年7月20～25日，九州上

　空で測定を行った．この中雲の内外の主として，温度分

　　布の特徴について2～3の知見を得たので，その結果を

　報告する．

　　　210．木村忠志（北大理）：ラジオゾンデの湿度測定値

　　　　　の変化状況を利用する雲底・雲頂高度の決定につ

　　　　　いて（15分）（スライド）（テープレコーダー）

　　　ラジオゾンデに使用されている毛髪湿度計は，低温時

　　の動作にかなりのタイム・ラグをもっている．このため，

特に冬季においては，その指示湿度の100％領域を雲層

と考えるならば，かなりの誤差を生ずることが予想され

る．昨年来，2冬にわたって実施したUDゾンデ観測の

資料により，上記の誤差を確認した．更に，湿度計が単

純な過渡応答特性をもって作動していると仮定して，指

度の変化状況から雲層の範囲を決定することを試みた．

　211．木村忠志（北大理）：符号式ラジオソンデによる

　　　上昇気流の測定について（15分）（スライド）（テ

　　　ープレコーダー）

　ラジオゾンデの気圧測定値とその送信時刻から上昇速

度を求めて，上昇気流の変動の資料を得る観測が，変調

周波数変化方式のゾンデを使用している英国で行われた

ことがある．現在使用している符号式UDゾンデの受信

資料について，この種の資料を得ることの可否を検討し

た結果，現在の方式では誤差がきわめて大きいことが判

明した．そこで，米国のゾンデに採られている符号式の

気圧計を使用したゾンデの試作を行い，誤差をいち’じる

しく減少することができた．

　212．田沢誠一，孫野長治（北大理）：スノー・クリス

　　　タル，ゾンデによる雪雲の観測（その二）（15分）

　　　（スライド）

　1963年に引続き，1954年1月及び2月に，石狩平野で

の降雪の総合観測の一環として，スノー・クリスタル，

ゾンデを使用した．昨年は航空機からの式であったが，

今回は気球による飛揚式にすることにより好結果を得

た．この結果，雲中に於いても中谷ダイヤグラムが良く

あてはまることが分った．又，雲粒が非常に多く付着し

た資料が回収された．これは，今後の改良によっては，

この方式が雲粒のサンプリングにも有効なことを示すと

思われる．

第2会場　第1日（18日）13時～17時

　213．今井一郎（気研台風）・角寧（練馬工作所）：飛

　　　行機による雲水量および雲粒の測定（15分）（ス

　　　　ライド）

　人工降雨研究協会の仕事の一部として，熱線式および

濾紙式雲水量測定装置を試作し，試験観測を行った．熱

線式と濾紙式の同時観測の結果は極めてよく対応してい

る．しかし量的測定にはまだ調整および改修すべき点も

多い．また，今井が数年前に報告したピストル型雲粒捕

捉器を用いて同時に雲粒測定を行なったが，これから計
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算した雲水量は濾紙式によるものとかなり違っている．

これは測定位置のちがいによるものと考えられる．

　214．高橋喜彦（気研物理）：石膏による雲水量測定に

　　　ついて（10分）（スライド）

　石膏が水を速く吸う性質，および吸われた水が深くし

み広がる性質を利用した雲水量の新しい測定方法と飛行

機上で行なった実測例について述べる．石膏片の一面に

雲水を受け，その石膏面からしみ広がつた深さによって

捕集した雲水の水量を測る．

、天気”11．9．



　215．孫野長治（北大理）：降水による下降気塊の抵抗

　　　係数について（15分）（スライド）

　前に水滴の落下に伴う下降気流の測定結果を報告した

が，予想より遥かに小さかった．大気中の雨滴の質量が

大気の密度の増加にそのま・転ずるものとして，その気

塊の下降速度を計算してみると，実験値の100倍近くに

なる．この相異について検討した結果，降水り揚合の下

降気流の計算には寸法として巨視的な気塊そのものの寸

法ではなくて，個々の雨滴の寸法を考えるべぎであると

の結論に到達した．

　216．孫野長治（北大理），中村勉（北大低温研）：雪

　　　片の落下速度について（その2）（15分）（スライ

　　　　ド）

　以前に筆者の1人は雪片の落下速度を，その大きさと

形と密度を使って論じたが，密度の同時観測を欠いてい

たので不充分であった．今度落下中の雪片の密度を観測

する方法を案出したので，1959年から62年に亘って落下

速度，密度の同時観測を行なった．解析の結果，もし雪

片の落下速度を一つの変数で表わすとすれば密度が最も

適しており，また得られた実験式を流体力学的に説明す

ることがでぎた．

　217．権田武彦，駒林誠，礒野謙治（名大理）：浮遊す

　　　　る水滴の割れ易さに対する気流の乱れの影響

　　　　（15分）（スライド）（16ミリ映画）

　前回は垂直風洞を使用して浮遊する水滴の分裂確率と

分裂後の粒度分布に関する実験結果を報告した．前回ま

では水滴をささえる気流の乱れをなるべく少なくするよ

うにしたが今回は故意に特定の乱れをつくり，垂直風洞

内の気流の乱れと水滴の分裂確率との間の関係を調べ

た．種々の気流の乱れをつくるため種々の間隔のスクリ

ーンメッシュを作って風洞内におき気流の乱れを作って

分裂確率と対比した．気流の乱れは熱線風速計を用いて

測定した．

　218．田中豊顕，礒野謙治（名大理）：海洋性気団に伴

　　　　う自然氷晶核と降雨について（巧分）（スラ イド）

　前回北陸で氷晶核数と降雪結晶数と、の間に関係のある

ことを報告した．この測定は大陸気団に関するものであ

った．今回は小笠原気団に着目し1964年7月以来名古屋

に於て氷晶核と海塩核との測定を行なって降雨と対比し

た．氷晶核数は一21。Cで101当り1～2コでこの値は

本年1月の輪島での測定結果の1／10に当る．雷雨の直後

で氷晶核数が増加する．台風接近に際しては氷晶核数に

はあまり顕著な変化は見られなかった．また携帯用とし
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て砂糖液を使用しない氷晶核測定装置を試作したので併

せて報告する．

　219．小林禎作（北大低温研）：一30～一900Cで生成

　　　する氷晶について（15分）（スライド）

　清水（1963）は南極パード基地での降雪中（1961年，

6～7月）に“長い角桂給晶（c／a＞10）”を見出し，そ

の生成された気温を一20～一40。Cと推定した．同様な

氷晶はKJIHHOB（1960）の報告中にも多数みられその

生成条件は一45～一56。Cである．これらは結晶習性に

ついての新しい興味ある事実なので，一30～一90。Cの

範囲にわたりこれらの氷晶の生成条件を実験によって詳

しく調べた．

　220．菊地勝弘（北大理）：16ミリ映画による石狩平野

　　　の雪雲の観測（豆）（15分）（16ミリ映画）

　1964年2月に石狩平野降雪綜合観測が行われた．この

フイルムは，その観測期間中，石狩平野に侵入し，降雪

をもたらす雪雲の過程をとらえるべく手稲山頂から16ミ

リ撮影機で駒撮り撮影を行った記録である．

　221．孫野長治，李柾雨，葛西俊之（北大理）：続　石

　　　狩平野における雪雲の綜合観測，その1（15分）

　　　（スライド）

　昨年の経験にかんがみ，本年度はUDゾンデを観測網

の風上の石狩町から挙げ，またスノークリスタルゾンデ

は航空機からの投下方式を改めてUDゾンデと共に地上

から放出した．その結果，数多くの同時観測の資料を得

ることができた．これらを雲の分布及び雪の分布と結び

付けることにより比較的微細な降雪雲の垂直構造が得ら

れて種々の型の降雪の機構の解明に役立つこととなっ

た．

　222．李柾雨，孫野長治（北大理）：続　石狩平野にお

　　　　ける雪雲の綜合観測（その2）（15分）（スライド）

　今年の観測期間（1964年1月27日～2月20日）中に見

られた降雪は大別して次のようであった．1）低気圧が

観測地域の南方を通り，この低気圧の影響に依り風が主

に南東風の時には飽和層が厚いにもかかわらず雪結晶に

は雲粒が付着せず，しかも結晶は各観測点に一様に分布

した．2）低気圧が東海上に過ぎ去った後，北西の季節風

が強まると降雪は主に雲粒付結晶になり，特にgraupe1

の時には下層は不安定であった．

　223．当舎万寿夫（気研台風）：雨量強度の周期性につ

　　　　いて（10分）（スライド）

　試作した簡易雨量強度計で測定した記録によって，各

種降雨のスペクトル的な特性についてのべる．これには

49



328

短周期のものが低気圧性の雨によくみられ，前線性の雨

では複合したものがみられ，割に規則立った雨量強度の

頻度になることをのべる．

　224・正野重方，田中浩（東大理）：降雨生成における

　　　chain　reactio皿の発生条件（15分）

　降雨生成の問題はこれまで種々の方向から追求されて

きたが，これらの研究の成果では説明できない部分が依

然として残されている．すなわちある大きさのdrOPの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かね分裂によって発生した小さなdropletの雨滴の種として

の性質の有無に関する問題である．もしchain　reaction

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たねの効果が大きければ，大げさにいえば一滴の種があれば

豪雨の可能性もあるというものである．今回はchain

reactionの効果をcollection　emciencyとの関連から把

握しなおしてみようと思う．

　225・岸田恭允（九大農）：対流性降水の初期レーダー・

　　　エコーについて（15分）（スライド）

　夏季の対流性降水のレーダー観測から，降水の初期エ

コーの発生高度を調査した結果，その多くは，明らかに

0。C層以下の高度で発生している．従来の暖い雨に関す

る報告からみて，氷晶が上から降って来たものではない

という観点に立ち，初期エコー発生の高度と温度につい

て報告する．

　226。松田昭美（九大農）：積雲の発達と降水エコーに

　　　ついて（15分）（スライド）

　夏季九州山岳地帯に生ずる積雲の発達とレーダーエコ

ーとの関係について調べた結果，初期エコー発現時の雲

は0。C以上のいわゆる暖かい雨の場合が多かった．こ

こではこのような関係についての2～3の観測例を示

し，またエコーの変化について述べる．

　227．坂上　務（九大農）：航空機より微水滴を散布す’

　　　，る人工降雨について（15分）（スライド）

　昭和38年度日本人工降雨研究協会九州支部の夏季実験・

として熊本県人吉市付近上空においてP2V7機から積雲二

に微水滴を散布する人工降雨の実験を行った．観測は機

上及び地上の人吉レーダーなどを利用して行った．その

結果散水した雲は降雨を促進し早く消滅する傾向のある

事がわかったのでそれを報告する．

　228．正野重方・田中浩（東大理）：水まき法による降，

　　　雨効果（15分）

　水まき法による降雨効果に関する評価は現在の段階で’

は全くまちまちである．これは計算の過程を全く簡単に

してしまったためであり，むしろ重要と思われる因子を

無視した結果であると思われる．この論文では単に一様

なスペクトラムをもった層雲を通過する一定の大きさの

水滴の増大だけでなく，他の種々の要素や相互作用（上

昇気流や雲粒の減少）などを取り入れて計算を行なって

降雨効果を評価する．これは人工降雨における他の方法

との比較においても重要性をもつ．

第2会場　第2日（19日）9時～12時

　229・矢崎好夫（気研測器）：インパルス発光送信方式

　　　の研究（10分）（ス．ライド）

　この報告はシー・メーター送信部に利用される発信方

式及びその光源に関するもので，従来のタングステン白

熱灯，超高圧水銀灯，空中スパーク，アルゴン放電等と

比較検討した．

　230　小林久信（理研）：α線を利用した露点湿度測定

　　　法（丑）（10分）（スライド）

　この方法は著老＊によって考案されたもので，その原

理はα線の露による吸収のために微分型電離箱の電離

電流が急激な変化を生じ露点を知るものである．そして

この方法の利点特徴などについては前回で報告した．今

回は実験データのさらに精密な検討を行う目的で，冷却

方法を小型電子冷凍になおし，またα線源強度を増し

て電離電流のnuctuationを減じ測定精度を著しく向上

した．〔＊小林久信：J・J．A．P。（日本応物欧文誌）2．、593
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（1963）〕

　251．小関柱三郎：水滴計数式雨量計について（10分〉

　細いノズルを通じて油液中で雨水を放流すると，雨水

はノズルの口径と油液の性質によって一定体積の水滴に

なって放出されることに着目し，これと雨水の電導性を

利用し，トランジスタを用いた接点式計回路により滴数

を計測し雨量を測定する方法について実験を行った．主

として降雨強度に対する水滴の大きさの安定度，並に油

液の温度変化に対する影響，等について実験し併せて雨

量計としての露場試験を行った．

　252．常岡伸祐・矢崎好夫・横田良夫（気研測器）：ブ

　　　　リント式感雨器の試作について（15分）（スライー

　　　　ド）

　今回感雨器の感部として厚さ2mm，大きさ約20cm．

平方のエポキシ合成樹脂板の上は櫛形にプリント配線し

その裏側にヒーターとして導電性銀塗料を線状に焼付げ

，、天気”11．9．



抵抗体をつくった新しい型のものを試作した．これは従

来の円筒型のものより製作及びその取扱い方についてま

さっているがその試作経過及び二，三の野外試験の結果

について報告する．

　253．虎谷健一（福岡管区）：ロビツチ日射計の特性に

　　　ついて（10分）（スライド）

　・ビッチ日射計の特性はかなり複雑であって，日射

量，緯度，気温など種々のファクターに対して一定でな

く，ある関係をもっている．まず福岡における3年間の

資料からエプリー日射計によるロビッチ日射計の係数変

化の状態を調べ，日射量，季節，最高気温によって変化す

ること，札幌，鹿児島における1年間の資料からも同じ

ような調査を行ない緯度によっても変化すると確めた．

最後に人工光によって得たロビッチの係数を太陽光によ

って得たロビッチの係数と比較してその相違を調べる．

　2訓．倉石六郎，尾上幸喜，藤島忠一，井石明宏（気象

　　　大学校）：測風塔模型の風洞実験（15分）（スライ

　　　　ド）

　福岡管区気象台の管内で，測風塔を新設したり，改築

したりする際に，どんな形が合理的であるかを議論Lた．

その結果，いろいろな新しい型の測風塔ができた．これ

らがはたして性能がよいかどうかを確かめるために，そ

の模型を作り，それを簡単な風洞のなかで実験Lてみ

た．風洞の性能がよくないので，量的な測定はできなか

ったが，塔の上の流線がだいたい水平になるものがよい

と老えた．結果としては，塔の上面から四方に水平の板

が広がっているものが最もよく，塔の前面に縦のヒダの

はいったものが最も悪いことがわかった．

　235．竹内清秀，下島省吾，宗像明夫，矢島幸雄（気象

　　　庁測器），藤原謙一（三菱電機）：富士山気象テレ

　　　　メーターについて（15分）

　本装置は，富士山頂における風向，風速，気圧，気温，

露点，日射などの気象資料を富士山頂富士山測候所内に

おいて連続記録および毎正時の印字記録を行なうととも

に，上に述べた資料を100km離れた気象庁へ伝送し，

印字記録を行なうものである．これについて述べる．

　器6．根本修，神山恵三（気研応用）：鉄薄膜の腐蝕に

　　　及ぼす亜硫酸ガス湿度の影響（大気腐蝕に関す

　　　る研究第5報）（15分）（スライド）

　純鉄を雲母片上に真空蒸着をして鉄薄膜を作り，その

大気腐蝕状況を調べた．腐蝕の進行状況は顕微鏡測定，

電気抵抗値の変化，波長別吸収能の変化で求めた．これ

により亜硫酸ガスと湿度の影響を調査するのに好成積を
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あげることができることがわかった．

　237．神山恵三，根本修，木藤熈子（気研応用）：高山

　　　気候順化に関する研究（1）（15分）（スライド）

　富士山頂観測所の協力のもとに，山頂滞在による高山

気候順化を調べた．滞在期間によって，分時換気量，分

時最大換気量がいかに変動するかを求めた．まず，9月

における富士山頂のPO2，PCO2と等価の02，濃度CO2

濃度を有する常圧空気を作り，それを登山直前，下山直

前に呼吸させ，その間の分時換気量，分時最大換気量の

変動を調べた，同時に，プレチスモグラムの呼吸変動を

調べた．

　258．窪田健次（大分地方気）：卓越視程について（10

　　　分）（ポスター）

　視程はシーリングとともに航空機の運航上重要な要素

である．視程の観測は普通目視によっているが，1点に

おける視程は方向によって異なるので，実際の通報は，

航空官署では卓越視程を用いている．しかし視程観測そ

のものが厄介なものだし，卓越視程となるとさらに精度

が悪るくなるおそれがある．こ・では視程の4要素（最

大，最小，平均，卓越）を視程円のモデルについて老察

し，さらに実際の卓越視程決定について批判，その精度

について検討した．その結果視程をよく代表する要素と

して，単に卓越視程だけでなく，航空機運航の利用には

最小視程も併せて通報すべきを提案したい．

　259．中野道雄（大阪市公害対策部）：スモッグよりみ

　　　た大阪の気象（15分）（スライド）

　大阪市公害対策部では，大阪市消防局の協力のもとに

昭和38年11月より39年3月末の期間，消防望楼において

毎時の視程観測をおこなった．都市におけるスモッグの

発生分布状態は，都市内の風の分布その他の気象条件に

よって大きな影響を受けるが，都市内部の気象条件につ

いては未だ詳しく把握されしいない．煤煙規制法が制定

され，汚染警報等の発令を適確に行なうためには，都市

内部の気象条件とスモッグの関係を究明することが重要

と老え，上記期間の観測結果から若干考察した結果を報

告する．

　240．今井一郎，蔵重清（気研台風）：雨量の推移確率

　　　と統計的性質（15分）

　39年度春季大会に引続き，東京の1941－1950年の10年

間の日雨量と毎時雨量について，降雨を確率過程と老え

推移確率の立場からそれの統計的性質の解析を試みた結

果を報告する．

　241．奥田穰，奥山志保子（気研台風）：台風災害にお
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　　　ける風害（家屋）の推定（15分）（スライド）

　台風災害は，風害，水害，高潮害等の総合災害であり，

雨がどの程度関与し，風害がどの程度災害に関与してい

るかを分離することは困難である．われわれは，各県単

位の災害資料（1948～1959）を使用し，まず，単純水害

時における浸水家屋と全・半壊家屋との関係を求めた．

関係式はθ♂の形になる．この関係式によって台風災

害の全・半壊家屋を推定し，実際の被害高との差を求め

ると，それは風速と指数関数関係にある．

第2会場　第2日（19日）13時～15時

　242．佐藤隆夫（長崎大）：第三次散乱に於ける偏向角

　　　理論（皿）（9分）（スライド）

　Chandrasekharの所謂phase　functionは彼により

Legendre多項式に依り与えられている，私は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　〃sin2ωπ十〃sin2ρ？。
　　　　π＝1　　　　　　　　？邑＝1

　の式で与えた，窺二3の場含の計算法をのべる．

　245．佐藤隆夫（長崎大学）：上空に於ける散乱光（W）

　　　（9分）（スライド）

　前回は上空各所に於て天頂から来る一次散乱強度をの

べたが，今回は天頂から30度，60度など傾いた方向から

の強度を，太陽高度30，60，90度について計算した結果

をのべる．

　244．山本義一，島貫陸，会田勝（東北大理）：透過函

　　　数の高精度計算（15分）（スライド）

　気体分子による赤外吸収帯は複雑な吸収線構造を持っ

ているので，有限波長領域での輻射の吸収，透過を求め

ることは大変むずかしい．一般には，この評価はモデル

の理想化或いは莫大な数値計算によって行われている

が，共に精度，或いは計算速度の点て難点が多い．そこ

で，我々は，いかなる吸収帯でも，比較的短時間で一様

な精度を得る計算方法を老案した．この方法の説明とそ

の精度及び二三の応用例について報告する．

　245．田中正之（東北大理）：散乱大気の輻射伝達理論

　　　（丑）一Helmholtz定理の輻射伝達論的表現につ

　　　いて一（15分）（スライド）

　散乱大気による反射と透過の問題に対する気象学的な

要請の第一は，観測結果と比較し得るようなより現実的

なモデル大気についての計算結果を得るということであ

ろう．この場合個々の散乱体は球形且つ均質であると仮

定することは避け難いことのように思われる．今回は成

層状態を決定する諸要素に依存することなく上の仮定だ

けから導かれるMatrix　P，S，丁等の性質について述べ

る．

　246．田中正之（東北大理）：散乱大気の輻射伝達理論

　　　（皿）一逐次近似解の収敏速度について一

　　　（15分）（スライド）

　前に輻射場を各次数の散乱光の寄与に従って展開する

近似解法について報告したが，この解法の有用性は一つ

に解の収敏速度にかかっているといえる．そこでこれに

ついてのおおよその知識を得るために最も単純な等方散

乱大気を例にとって収敏の模様が大気の光学的厚さ及び

アルベードのいろいろの値にどのように依存すのかを調

べた．この結果から例えば薄い大気そして特にアルベー

ドの小さい大気では収敏は極めてすみやかであることが

わかる．これらの結果は更に複雑な問題を扱う際にも一

つの目安として用いられよう．

　247．関原彊，村井潔三：天空光の波長別測定とDust

　　　Layerの光吸収について（15分）（スライド）

　水平面日射量の波長別測定結果につきShadow　Ring

をつけて天空光のみをとり出し測定したものを詳細に吟

味してみるとRayleigh大気による理論値よりも小さい

値が得られる場合がありこれは波長が短かくなる程著し

い．これはDust　layerによる光吸収が短波長において

は多重散乱により増巾されていることにより納得のゆく

ことである．著者等は更に最近製作された精密な測定器

機によるその実証を試みた．

第2会場　第3日（20日）9時～12時

248．矢野直，前橋紀恵子（気研応用）：大気中のエイ

　　　トケン核と自然放射能濃度（15分）（スライド）

大気中のラドンの壊変生成物は熱拡散によって主とし
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てエイトケン核に附着する．このエイトケン核濃度をポ

ラックカウンターで試作測定し，濾紙で集めたラドンの

壊変生物の濃度とを比較検討した結果を報告する．

、天気”11．9．



　249．朝来野国彦（東ア研），矢野直（気研応用）：大

　　　　へ　　　気中のRn生成物の性状について（15分）（スラ

　　　ィド）

　Rn生成物のエア・ゾルヘの附着機構についてstatic

methodを用いて検討した．前回と同様111cylindrical

yesse1に資料を導入し，一定時間static　runした後排

気し，壁に附着した生成物を測定した．今回はPollack

counterを用いてエア・ゾルを測定し，生成物とエア・

ゾルの濃度と附着機構について検討した．

　250．池辺幸正，川野実（名大工）：名古屋市内及び乗

　　　鞍山頂におけるエアロゾルの測定（15分）（スラ

　　　ィド）

　大気の電離平衡及び大気中の放射性物質の性状に関し

ては，エア・ゾルが重要な役割を果している．この問題

を明らかにする為，薯者等はポラック式エアロゾルカウ

ンターの試作を行い，二・三の地点でエア・ゾルの測定

を行ったので，その器機的特性及び測定結果について報

告する．

　251．川野実，池辺幸正，関ロ信忠，中島敬行，清水邦

　　　保（名大工）：大気中の放射性物質とエアロゾル

　　　との相互関連（15分）（スライド）

　大気中の放射性イオンの存在については前回報告を行

ったが，大気中の放射性物質の担体の性状に関しては，

環境による差異，殊にエロアゾルの影響が大きい．自然

環境が著しく違った場所として，空気の清浄な乗鞍山頂

と汚染が著しい名古屋市とを選び，比較測定を行った．

測定要素は放射性イオン濃度，放射性エア・ゾル濃度，

α一，β一，7一線強度等である．これらの相互の関連につ

いて得られた結果の報告を行う．

　252．川野実，池辺幸正，関ロ信忠，中島敬行，清水邦

　　　保（名大工）：大気中の電離平衡に及ぼすエアロ

　　　ゾルの影響（15分）（スライド）

　大気中の小イオン，エアロゾル及び放射線の間に存在

する相互関係を研究する目的で，前回は大気の電離源と

しての放射線分布及び大気の安定度とイオンとの関連に

ついて報告を行った．今回はイオン濃度とエア・ゾル濃

度との同時測定を行ったので，相互関係について得られ

た結果を報告する．測定場所は乗鞍岳山頂と名大構内で

ある．

　255．加藤敬二（電気試）：水洗空気の帯電（15分）

　　　（スライド）

　大気汚染問題と共に空気イオンの環境衛生が重要視さ

れて来た．空気イオンの環境用として用いられている，

1964年9月
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放電現象のイオン化の研究の一部である，洗濫空気の帯

電について調べた結果を報告する．

　254．志尾弥，孫野長治（北大理）：氷の摩擦電気実験

　　　について吟味（15分）（スライド）

　前に気泡の含有率の異なる氷棒の摩擦電気の実験の結

果，気泡の多い方が負に帯電することを報告した．しか

しこの結果は統計的なもので符号の反する事例も多かっ

た．この点に特に着目して実験を吟味した結果，氷棒が

予め有する電荷及氷棒の老令化もきな要因であることが

わかった．実験は継続中である．

　255．菊地勝弘（北大理）：氷の融解の際の電気発生に

　　　及ぼす気泡の役割について（15分）（スライド）

　これまでに雪の結晶や氷が融解する際に，正電荷を得

ることが多いという観測及び実験事実を述べてきた．今

回は，これ等の事実が結晶中に含まれる気泡によるもの

ではないかということを確かめるために，種々の氷のサ

ンプルを融解させ，その時に発生する電荷を測定した．

その結果，気泡がほダ同程度に含まれている氷のサンプ

ルについては，氷の体積の増加とともに，その荷電量も

増加するという傾向を示した．

　256．高橋　勧（名大理）：電荷ゾンデによる雷雲中の

　　　電荷測定について（15分）（スライド）

　Simpson以来，空中電位の測定から，雷雲中の電荷分

布が議論されて来ているが，更に定量的に，雷電のどこ

で，どれ位の電荷を持っているかを知るには，雨滴又は

雪1つ1つの電荷の測定が必要である．本年8月，館野

高層気象台にて電荷ゾンデを飛揚し，雷雲中の電荷の垂

直分布を得ることができた．

　257．内川規一（気象庁高層）：空地電流用ラジオゾン

　　　デとその測定結果（15分）（スライド）

　IQSYには成層圏内の気象電気要素を測定しようとい

うことが国際会議などで打出され，日本でもこの目的に

漕うゾンデの開発がなされてきた．15米の長さのアンテ

ナ2本をゾンデの．ヒ下にとりつけ，これらのアンテナを

流れる電流を測定して，空地電流を求めることがでぎ

る．大気の電気伝導率を同時に測定することにより，電

位傾度も得られる．この新型ラジオゾンデとその測定結

果について述べたい．

　258．中島正一（高層気）：大気汚染と索電流の一例に

　　　ついて（15分）（スライド）

　係留気球によりケーブルを引きあげると，時により電

流が流れる．1958年12月の東海村の観測例について，

600m以上の高さの電流の時間的変化と天気との関連に
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ついては，さき、こ述べて（1960年5月大阪の春季大会）

おいたが低い方の資料はなかった．今回は今年6月堺市

において大阪府，関西気象協会等の実施した，大気汚染

を対象とした係留気球観測中に，400m以下の層につい

て2，3の資料が得られたDで，その結果について報告

する．

　259．堀内剛二（気象大）：中間圏電子密度変化につい

　　　て（13分）（スライド）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び　中間圏上部での電子密度の日中変化について，負イオ

ンからの電子分離の観点に立って，最近の観測で重要視

されたNo2一粒子による効果を理論的に評価し，いわゆ

るsun－set効果の説明を試みた．また，PCA（Pqlar　cap

absorption）の条件で補足することが出来た．
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